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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigen = 100ng Antigen= 10ng
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	製品名: VASPマウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	血管拡張刺激リン酸化タンパク質（VASP）は、Ena-VASPタンパク質ファミリーのメンバーです。Ena-VASPファミリーのメンバーは、E/DFPPPPPXD/Eモチーフを含むタンパク質と結合し、Ena-VASPタンパク質を接着斑に誘導するEHV1 N末端ドメインを有します。タンパク質の中央領域には、SH3およびWWドメインを含むタンパク質と結合するプロリンリッチドメインが存在します。C末端のEVH2ドメインは四量体形成を媒介し、GおよびFアクチンの両方に結合します。VASPはフィラメント状アクチンの形成に関連し、細胞接着と運動において広範な役割を果たしていると考えられます。VASPは、インテグリンと細胞外マトリックスの相互作用を制御する細胞内シグナル伝達経路にも関与している可能性があります。VASPは、環状ヌクレオチド依存性キナーゼPKAおよびPKGによって制御されます。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	THP-1（1）、Hela（2）、HepG2（3）、HT-29（4）、およびA549（5）細胞溶解物に対するVASPマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	VASP マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	VASP マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	VASP マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。

